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社会経済特性と人口動態から見た吉野川流域の地域構造
The Regional Structure of Area up Yoshino River， Shikoku: 
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4生産年齢人口比率 0.45 0.50 
5老年人口比率 一0.51 -0.65 
6大学・大学院卒業者比率 0.44 0.50 
7世帯あたり人員 0.68 0.40 




12人口動態・自然増加率 0.53 0.61 







20産業別就業人口・卸売・小売業 0.52 0.48 0.51 
21産業別就業人口・金融・不動産業 0.52 0.47 0.47 
22産業別就業人口・サービス業 0.43 0.69 
23産業別就業人口・公務その他 -0.86 
24農業粗生産額(3年平均)R -0.43 一0.43 0.41 
25製造品出荷額等(3年平均)R 0.69 
26小売業販売額R 0.62 0.53 
27卸売販売額R 0.65 
28課税対象所得額(3年平均) 0.42 0.45 0.46 0.45 
29歳出額(2年平均)R 一0.44 一0.72





固有値 14.33 4.79 2.09 1.63 1.43 1.26 1.07 
変動説明量(%) 22.7 15.2 10.7 9.5 8.5 6.8 4.9 
累積説明量(%) 22.7 37.9 48.6 58.1 66.5 73.3 78.2 
注: (1) 6.大学卒業者比率は年齢別人口規模の影響を除くため20歳代、 30歳代、 40歳代について別々に計算した
比率を平均。
(2) 25.製造品出荷額等、 26.小売業年間小品販売額、 27.卸売業年間小品販売額に含まれる秘匿値について
は、異なる年次や類似規模町村のデータから按分推定をおこなった。
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1980年 2000年 分散比 判定
第1因子 都市的因子 0.87 1.15 0.76 * 第2因子 近郊一山間因子 0.94 1.11 0.85 
第3因子 商業一公務因子 0.83 1.15 0.72 * 第4因子 工業一農業因子 0.99 1.05 0.94 
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4) Inverse distance wei出lted法には検索半径を固定する方法と参照地点数を指定する方法があるが、ここでは後者
を用いた。これは、データが空白で未知な空間上のポイントについて、最近傍点から順に周囲のデータを参照
し、重み付けをしながらその地点の値を推定する方法で、参照点数は12、乗数は2とした。
5)市町村聞の因子得点の分散(ぱらつきの程度)が大きくなっても、こうした意味での格差拡大が進んだとは必
ずしも言えない。分散の変化は、個々の市町村の変化の方向に関係なく生じうるためである。
6) 吉野川中流部の地形的特徴を見ると、扇状地性の平野が発達した北岸と、わずかな河岸段丘以外は急峻な山間
地域からなる南岸とは、明瞭なコントラストをなしている。
7) もちろん回帰分析結果からは変数聞の相関の高さを指摘しうるにすぎず、検証にはさらに具体的な実態調査が
必要である。
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